
日
本
の
企
業
と
し
て
初初初初

「
三
つ
の
パ
イ
オ
ニ
ア
事
業
」

ー
沖
の
社
会
貢
献
活
動
ー

★
一
九
六
四
年

企
業
集
団
献
血

★
一
九
九
八
年

重
度
障
害
者
の

在
宅
勤
務
を
実
施
。

★
二
〇
〇
一
年

全
事
業
所
で
骨

髄
バ
ン
ク
の
ド
ナ
ー
登
録
会
を

行
う
。

企
業
が
社
会
的
責
任
を
は
た

す
た
め
に
努
め
る
こ
と
は
大
事

な
事
で
す
。

◎
メ
ン
タ
ル
へ
ル
ス
や
健
康
・

安
全
な
ど
「
働
き
や
す
い
職
場

環
境
の
整
備
に
積
極
的
に
取
組

む
沖
電
気
」
と
言
わ
れ
る
企
業

に
、
い
つ
の
日
に
か

な
り
た
い
も
の
で
す
。
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分
社
・
別
会
社
な
ど
で

沖
労
組
、
人
数
激
減

九
八
年
か
ら
の
リ
ス
ト
ラ
・
人
員
削
減
で
、
組

合
員
は
半
減
し
て
、
四
千
八
百
一
人
に
な
り
ま
し

た
。
今
年
も
新
会
社
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
イ
ン
テ
グ

レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
設
立
や
、
事
業
の
売
却
で
、

減
少
は
止
ま
ら
ず
、
労
働
組
合
は
存
続
の
危
機
を

む
か
え
て
い
ま
す
。

賃
上
げ
放
棄
の
春
闘

派
遣
労
働
者
に
も
悪
影
響

「
生
活
が
苦
し
い
の
で
賃
上
げ

を
」
と
い
う
切
実
な
要
求
は
、
四

年
連
続
で
取
り
組
ま
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
正
社
員
に
代
わ
っ
て
増
加

し
て
い
る
派
遣
労
働
者
の
賃
金
の

低
下
も
顕
著
に
な
り
、
年
収
三
百

万
円
以
下
の
人
が
増
加
し
て
い
ま

す
。沖

電
気
は
四
年
ぶ
り
に
経
営
が

黒
字
に
な
り
、
株
主
に
は
、
総
額

一
八
億
円
の
配
当
を
し
ま
し
た
が
、

働
く
人
へ
の
手
当
て
は
ま
だ
で
す
。

地
球
深
部
探
査
船

「
ち
き
ゅ
う
」

名
古
屋
港
で
乗
船

見
学
会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
こ

の
船
は
地
球
を
ボ
ー
リ
ン
グ
し
て

地
殻
を
調
べ
る
為
に
建
造
さ
れ
ま

し
た
▼
四
千
ｍ
の
深
海
底
か
ら
更

に
七
千
ｍ
掘
り
、
マ
ン
ト
ル
上
部

に
達
す
る
性
能
が
あ
り
ま
す
。
未

だ
人
類
は
マ
ン
ト
ル
物
質
を
直
接

調
べ
た
こ
と
が
無
く
、
そ
の
成
果

に
世
界
中
の
科
学
者
が
注
目
し
て

い
ま
す
▼
他
と
は
違
う
こ
の
船
の

特
徴
は
一
．
掘
削
施
設
、
二
．
船

体
位
置
制
御
装
置
、
三
．
研
究
施

設
、
の
三
つ
で
す
。
一
番
目
立
つ

掘
削
施
設
は
、
高
さ
は
百
十
八
ｍ

も
あ
っ
て
貨
物
船
に
高
圧
電
線
の

鉄
塔
を
載
せ
た
み
た
い
で
す
▼
浅

い
海
底
に
固
定
さ
れ
た
海
底
油
田

施
設
と
は
異
な
り
、
「
ち
き
ゅ
う
」

に
は
海
流
や
嵐
に
流
さ
れ
ず
に
海

上
の
一
点
に
留
ま
っ
て
ボ
ー
リ
ン

グ
す
る
た
め
の
装
置
が
搭
載
さ
れ

て
い
ま
す
。
Ｇ
Ｐ
Ｓ
な
ど
の
航
法

装
置
と
、
方
向
自
在
の
六
つ
の
推

進
装
置
の
働
き
で
半
径
十
五
ｍ
以

内
に
留
ま
る
性
能
を
持
っ
て
い
ま

す
。
台
風
の
時
は
、
海
底
の
掘
削

口
を
閉
じ
て
海
中
に
下
ろ
し
て
た

パ
イ
プ
は
船
上
に
引
き
上
げ
安
全

海
域
に
離
脱
す
る
そ
う
で
す
▼
そ

の
他
船
内
に
は
、
顕
微
鏡
な
ど
卓

上
の
も
の
や
一
部
屋
を
占
有
す
る

大
型
も
の
等
様
々
な
測
定
装
置
が

配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
運
用
が
始

ま
る
と
船
内
の
一
般
公
開
は
難
し

い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。（

Ｔ
）

定
期
健
康
診
断
もリ

ス
ト
ラ

健
康
保
険
組
合
は
、
今
年
か

ら
法
律
で
定
め
る
項
目
だ
け
の

検
診
に
変
更
し
ま
し
た
。
胃
の

Ｘ
線
検
査
な
ど
、
一
〇
項
目
の

削
減
で
す
。
働
く
人
の
二
人
に

一
人
に
異
常
が
発
見
さ
れ
、
健

康
破
壊
が
進
ん
で
い
る
の
に
、

会
社
は
「
検
診
は
自
己
責
任
の

人
間
ド
ッ
ク
で
」
を
指
導
し
て

い
ま
す
。

退
職
金
・
年
金
も

成
果
主
義
賃
金
と
連
動
に

沖
電
気
グ
ル
ー
プ
五
三
社
が
、

年
功
か
ら
業
績
中
心
の
ポ
イ
ン
ト

制
退
職
金
制
度
と
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ

バ
ラ
ン
ス
型
年
金
制
度
に
移
行
し

ま
し
た
。

こ
の
導
入
で
沖
電
気
は
※
過
去
勤

務
債
務
一
〇
四
億
円
の
利
益
を
得

ま
し
た
。

沖
電
気
グ
ル
ー
プ

企
業
行
動
憲
章
を
設
定

す
べ
て
の
、
利
害
関
係
（
ス
テ
ー

ク
ホ
ル
ダ
ー
）
の
皆
さ
ん
の
信
頼

を
得
る
た
め
と
し
て
、
制
定
さ
れ

ま
し
た
。
内
容
は
、
公
正
な
企
業

活
動
、
人
権
の
尊
重
、
働
き
や
す

い
職
場
環
境
、
環
境
保
全
、
社
会

貢
献
な
ど
一
〇
項
目
で
す
。

個
人
情
報
保
護
法

運
用
に
多
数
の
改
善
要
望

四
月
か
ら
施
行
さ
れ
た
保
護
法

に
対
し
て
会
社
は
従
業
員
に
一
括

の
「
同
意
書
」
へ
の
署
名
を
求
め

ま
し
た
。
「
個
人
情
報
は
提
供
先

を
具
体
的
に
本
人
に
示
し
本
人
の

了
解
を
と
る
」
な
ど
の
記
載
が
曖

昧
で
、
各
職
場
か
ら
た
く
さ
ん
の

不
備
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

サ
ー
ビ
ス
残
業
な
ど

株
主
総
会
で
質
疑

行
政
指
導
で
サ
ー
ビ
ス
残
業
代

金
を
支
払
う
企
業
が
増
大
し
て
い

ま
す
（
四
年
間
で
六
百
億
円
）
。

自
殺
者
は
三
万
人
を
超
え
て
社
会

問
題
化
し
て
い
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
の
問
題
は
？
な
ど
、
沖
電
気
の

対
応
が
質
さ
れ
ま
し
た
。

働働働働 くくくく 環環環環 境境境境 はははは 改改改改 善善善善 ささささ れれれれ たたたた かかかか

２２２２ ００００ ００００ ５５５５ 年年年年
重 大大大大 ニニニニ ュュュュ ーーーー スススス

海
外
生
産
・
五
〇
％
宣
言

雇
用
が
心
配

沖
電
気
グ
ル
ー
プ
の
海
外
生
産
（
販

売
）
比
率
は
現
在
三
〇
％
。
こ
れ
を
二

〇
一
〇
年
に
は
、
五
〇
％
に
す
る
計
画

が
中
国
進
出
を
柱
と
し
て
、
今
年
も
進

み
ま
し
た
。

昨
年
度
で
の
海
外
従
業
員
数
は
四
千

人
を
超
え
て
い
ま
す
。
国
内
の
雇
用
対

策
が
課
題
で
す
。
「
企
業
栄
え
て
、
民

滅
ぶ
」
に
な
ら
な
い
よ
う
に
。

※
過
去
勤
務
・
債
務
（
費
用
）

退
職
金
制
度
変
更
時
の
、
責
任

準
備
金
と
年
金
資
産
と
の
差
額
。
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中
小
企
業
も
ふ
く
め
た
冬
の

ボ
ー
ナ
ス
は
前
年
比
一
．
四
％

増
。
東
証
一
部
企
業
は
五
．
二

％
増
え
て
七
〇
万
円
。
沖沖沖沖
・・・・
パパパパ
ーーーー

トトトト
ナナナナ
ーーーー
会会会会
社社社社
のののの
ジジジジ
ェェェェ
イイイイ
アアアア
イイイイ
ピピピピ
ーーーー

テテテテ
クククク
ノノノノ
は
夏
季
よ
り
〇
．
四
ヵ

月
減
の
一
．
四
ヵ
月
。
あ
な
た

は
ど
う
で
す
か
。
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天
井
か
ら
ゴ
ミ

【
本
庄
】

本
庄
工
場
（
四
期
の
建
物
）
で

は
、
以
前
か
ら
空
調
の
噴
出
し
口

か
ら
黒
い
ゴ
ミ
が
落
ち
て
い
ま
し

た
。
上
司
に
何
回
か
対
応
の
お
願

い
を
し
ま
し
た
が
そ
の
ま
ま
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
最
近
に
な
っ
て
、

体
の
だ
る
さ
と
喉
の
調
子
が
お
か

し
く
な
り
病
院
に
行
く
と
、
ハ
ウ

ス
ダ
ス
ト
な
ど
多
く
の
ア
レ
ル
ギ
ー

反
応
が
あ
り
呼
吸
す
る
力
も
普
通

人
の
半
分
し
か
な
い
と
診
断
さ
れ

ま
し
た
。

上
司
に
体
の
変
調
を
訴
え
、
空

調
の
ゴ
ミ
を
な
ん
と
か
し
て
ほ
し

い
と
言
う
と
、
さ
す
が
に
び
っ
く

り
し
て
そ
の
場
で
、
総
務
に
対
応

を
要
請
し
て
く
れ
ま
し
た
。

労
働
組
合
と
健
康
推
進
室
も
、

す
ぐ
来
て
く
れ
、
粉
塵
の
成
分
調

査
、
噴
出
し
口
の
網
掛
け
、
二
本

あ
る
空
調
ダ
ク
ト
の
掃
除
を
す
る

な
ど
の
対
応
が
始
ま
り
ま
し
た
。

私
の
体
調
と
の
因
果
関
係
は
、
さ

て
お
き
、
ア
ス
ベ
ス
ト
な
ど
の
健

康
被
害
が
発
生
し
な
い
環
境
が
大

切
で
す
。

（
板
垣
て
つ
子
）

近
く
に
も
あ
っ
た

震
度
五
で
倒
壊
の
危
険

【
東
京
】

耐
震
強
度
の
偽
装
が
判
明
し
、

連
日
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
芝
浦

の
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
か
ら
歩
い

て
数
分
の
芝
浦
二
丁
目
に
も
十
階

建
・
十
八
戸
の
マ
ン
シ
ョ
ン
が
震

度
五
で
倒
壊
の
恐
れ
あ
り
、
と
判

明
し
ま
し
た
。
取
り
壊
し
と
決
ま
っ

て
入
居
者
は
す
ぐ
引
っ
越
し
ま
し

た
が
、
そ
の
隣
の
マ
ン
シ
ョ
ン
の

住
民
や
ビ
ル
で
働
く
人
た
ち
も
不

安
で
す
。

近
所
の
人
の
話
で
は
「
建
築
中

に
鉄
筋
が
少
な
い
な
ぁ
と
思
っ
た

の
で
、
現
場
監
督
に
言
っ
た
ん
だ

よ
」
と
の
こ
と
。
両
隣
の
建
物
と

一
メ
ー
ト
ル
の
隙
間
も
な
く
な
っ

て
い
ま
す
。

今
年
は
人
命
に
か
か
わ
る
仕
事

を
す
る
会
社
の
、
モ
ラ
ル
が
疑
わ

れ
る
事
件
が
目
立
ち
残
念
で
す
。

「
世
界
遺
産
」

認
定
は
難
産

【
群
馬
】

富
岡
市
の
「
旧
富
岡
製
糸
工
場
」

が
日
本
で
最
初
の
産
業
分
野
で
の

世
界
遺
産
指
定
を
目
指
し
て
い
ま

す
。所

有
者
の
片
倉
工
業
が
全
て
の

所
有
権
を
市
に
移
譲
し
、
「
国
史

跡
の
指
定
」
を
受
け
ま
し
た
。

「
世
界
遺
産
」
に
な
る
た
め
に

「
重
要
文
化
財
」
の
申
請
中
で
す

が
、
認
定
に
は
、
そ
れ
以
外
に
も

難
関
が
あ
り
ま
す
。

「
早
く
認
定
さ
れ
れ
ば
い
い
ね
」

と
い
う
と
「
そ
う
単
純
じ
ゃ
な
い

よ
」
と
富
岡
市
の
住
人
が
返
し
、

街
の
区
画
整
備
が
世
界
遺
産
の
話

し
で
、
頓
挫
し
て
し
ま
っ
た
と
か
。

遺
産
指
定
に
は
、
現
状
の
ま
ま

維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、

再
開
発
は
で
き
ま
せ
ん
。
住
民
は

行
政
に
振
り
回
さ
れ
て
戸
惑
っ
て

い
る
と
聞
き
ま
す
。

超
過
勤
務
で
ク
タ
ク
タ

【

沖
エ
ア
フ
ォ
ル
ク
】

十
月
か
ら
「
納
期
と
品
質
の
確

保
」
を
命
題
と
し
て
「
生
産
体
制
」

が
変
わ
り
ま
し
た
が
、
心
配
し
て

い
た
こ
と
が
、
起
き
て
い
ま
す
。

「
毎
日
の
予
定
は
き
つ
く
、
消
化

し
な
い
と
帰
れ
な
い
」
シ
ス
テ
ム

に
な
り
、
グ
ル
ー
プ
の
リ
ー
ダ
ー

（
職
長
ク
ラ
ス
）
な
ど
の
勤
務
は

特
に
過
酷
で
、
夜
の
九
時
ぐ
ら
い

は
あ
た
り
ま
え
。
十
一
時
過
ぎ
ま

で
の
勤
務
が
、
し
ば
し
ば
で
す
。

「
サ
ー
ビ
ス
残
業
で
は
な
く
、

手
当
が
払
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
で
、
以
前
の
事
を
思
え
ば
・
・
・
」

と
語
る
リ
ー
ダ
ー
に
疲
れ
の
色
が

見
え
ま
す
。
健
康
面
が
気
が
か
り

で
す
。

七
号
館
か
ら
の
展
望

【
八
王
子
】

八
王
子
七
号
館
の
西
側
は
二
階

か
ら
七
階
は
総
ガ
ラ
ス
張
り
で
す
。

左
側
に
は
京
王
線
の
高
架
や
黄
金

色
に
輝
く
“
み
こ
ろ
も
霊
堂
”
。

正
面
に
は
紅
葉
に
染
ま
っ
た
明

治
の
森
国
定
公
園
・
高
尾
山
な
ど

の
山
々
が
望
ま
れ
、
今
が
最
高
の

季
節
で
す
。
上
の
階
ほ
ど
見
晴
ら

し
が
良
く
な
り
ま
す
。

都
内
の
オ
ア
シ
ス
と
し
て
も
高

尾
山
は
親
し
ま
れ
て
お
り
薬
王
院

の
初
詣
も
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま

す
。
八
王
子
に
来
ら
れ
る
機
会
が

あ
れ
ば
高
尾
ま
で
足
を
延
ば
し
て

み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

《
編
集
後
記
》
来
年
も
「
あ
す

な
ろ
」
を
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

『
十
二
月
考
』

子
ど
も
の
頃
は
一
日
が
と
て
も

長
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
最
近
は

一
日
だ
け
で
な
く
月
、
年
も
と
て

も
早
く
過
ぎ
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
前
に
正
月
を
迎
え
た
と

思
っ
て
い
る
う
ち
に
も
う
十
二
月

で
す
。

《
し
わ
す
・
師
走
》

十
二
月
の
和
風
名

師
匠
と
い
え
ど
も
趨
走(

ち
ょ
こ

す
う
そ
う

ち
ょ
こ
走
る)

す
る
、
が
「
師
趨
」

し
す
う

「
師
走
」
と
な
っ
た
と
い
う
の
が

一
般
的
で
す
が
、
語
源
不
詳
、
師

走
は
当
て
字
で
し
ょ
う
か
。

《
お
お
み
そ
か
・
大
晦
日
》

一
年
最
後
の
日

毎
月
の
最
後
の
日
（
三
十
日
の

意
）
を
、
晦
日
と
い
う
が
十
二
月

だ
け
を
大
晦
日
と
い
う
。
（
別
名

お
お
つ
ご
も
り
）

《
年
越
し
そ
ば
・
蕎
麦
》

大
晦
日
の
夜
、
正
月
の
準
備
を

終
え
、
一
家
そ
ろ
っ
て
年
越
し
そ

ば
を
食
べ
た
り
し
て
、
だ
ん
ら
ん

の
時
を
過
ご
し
、
除
夜
の
鐘
を
聞

く
の
が
江
戸
時
代
か
ら
の
風
習
で

す
。
蕎
麦
に
ち
な
み
「
細
く
長
く

達
者
に
暮
ら
す
」
「
切
れ
や
す
い

の
で
一
年
間
の
苦
労
を
切
り
捨
て

翌
年
に
持
ち
越
さ
な
い
よ
う
願
う
」

な
ど
の
説
や
金
粉
集
め
の
蕎
麦
団

子
に
ち
な
み
「
金
運
」
を
願
う
な

ど
の
諸
説
が
あ
り
ま
す
。

《
除
夜
の
か
ね
・
鐘
》

十
二
時
を
は
さ
ん
で
百
八
回
撞つ

く
。
人
間
の
持
つ
煩
悩
が
一
〇
八

あ
る
の
で
一
年
の
最
後
の
日
に
そ

れ
を
払
う
と
い
う
説
が
有
名
で
す
。

鐘
を
撞
く
数
を
間
違
え
な
い
よ
う

に
数
珠
を
使
っ
た
り
、
百
八
個
の

豆
を
用
意
し
た
り
し
て
数
え
た
と

い
う
事
で
す
。

現
在
は
元
旦
か
ら
店
も
開
き
、

と
り
た
て
て
正
月
の
準
備
を
す
る

家
も
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
一

年
の
終
わ
り
に
、
家
族
で
こ
の
年

を
振
り
返
る
こ
と
も
必
要
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

チ
ャ
イ
ル
ド
ケ
ア
制
度

（
日
本
電
気
）

育
児
問
題
（
保
育
所
問
題
な

ど
）
が
理
由
で
転
居
す
る
場
合
、

五
十
万
円
を
上
限
に
転
居
費
用

を
会
社
が
負
担
し
ま
す
．

沖
電
気
で
は
、
赴
任
（
転
勤
）

時
の
転
居
の
場
合
の
み
入
園
費

用
が
実
費
（
上
限
な
し
）
で
支

給
さ
れ
る
制
度
が
で
き
て
い
ま

す
。

次
世
代
育
成
一
時
金
制
度

（
大
和
ハ
ウ
ス
工
業
）

子
ど
も
一
人
生
ま
れ
る
ご
と

に
百
万
円
を
支
給
。
三
つ
子
で

は
三
百
万
円
。
「
出
産
費
用
や

保
育
園
の
費
用
に
あ
て
ま
す
」

と
、
好
評
で
、
毎
月
の
平
均
該

当
者
は
、
約
三
〇
人
と
発
表
さ

れ
て
い
ま
す
。

「
失
恋
休
暇
」
や
「
バ
ー

ゲ
ン
半
休
」
を
制
度
に
し
た

会
社
（
女
性
専
門
サ
イ
ト
を
運

営
す
る
＝
ヒ
メ
ア
ン
ド
カ
ン
パ

ニ
ー
）
も
あ
り
ま
す
。

「
失
恋
休
暇
」
は
年
齢
に
よ
っ

て
二
十
代
前
半
は
年
一
回
一
日
、

三
十
代
で
は
、
年
三
回
三
日
ま

で
休
め
る
そ
う
で
す
。
失
恋
の

認
定
基
準
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
、
興
味
が
湧
き
ま
す
。

「
バ
ー
ゲ
ン
半
休
」
は
大
き

な
荷
物
を
抱
え
て
の
出
勤
は
気

ま
ず
い
と
言
う
意
見
を
取
り
入

れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
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